
標
記
の
題
目
に
よ
っ
て
一
文
を
草
す
る
よ
う
に
、
と
の
編
集
部

よ
り
の
ご
依
頼
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
「
倶
舎
学
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
思
う
の
だ
が
、
こ

の
語
が
ふ
つ
う
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
多
分
そ
ん
な
に

古
い
こ
と
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
大
正
期
以
後
あ
る
い
は
昭
和
時

代
に
な
っ
て
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
深
浦
正
文
博
士
に
「
倶
舎

学
概
論
」
の
著
が
あ
る
（
昭
和
二
六
年
、
百
華
苑
）
が
、
こ
れ
が
書

名
の
中
に
、
「
倶
舎
学
」
の
語
の
現
れ
た
最
初
で
あ
ろ
う
。
以
前

は
、
「
倶
舎
学
を
や
る
」
な
ど
と
は
言
わ
ず
、
単
に
「
倶
舎
を
学

ぶ
」
と
か
「
倶
舎
宗
を
学
ぶ
」
と
か
言
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

「
倶
舎
学
」
と
い
う
呼
び
方
は
確
か
に
、
や
は
り
同
じ
頃
か
ら

使
い
始
め
ら
れ
た
「
天
台
学
」
（
谷
輝
哲
男
台
学
」
大
正
八
年
）
・

「
華
厳
学
」
（
湯
次
了
栄
『
華
厳
学
概
論
』
昭
和
一
○
年
）
あ
る
い
は

谷
大
学
の
倶
舎
学
の
伝
統
に

つ
い
て

「
真
宗
学
」
（
金
子
大
栄
「
真
宗
学
序
説
』
大
正
一
二
年
）
な
ど
の
呼

称
と
共
に
、
長
い
歴
史
の
あ
る
仏
教
の
学
問
が
そ
の
時
期
に
新
た

に
目
指
そ
う
と
し
た
方
向
、
新
た
に
装
う
と
し
た
ス
タ
イ
ル
を
、

示
す
も
の
で
あ
る
。

た
だ
倶
舎
の
学
問
の
場
合
、
そ
れ
が
「
倶
舎
学
」
と
呼
ば
れ
る

と
き
、
そ
こ
に
は
、
仏
教
の
教
学
の
一
部
門
と
し
て
の
「
倶
舎

論
』
の
研
究
と
い
う
意
味
あ
い
が
強
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ

の
倶
舎
の
学
が
ま
た
凡
そ
仏
教
教
学
の
ど
の
部
門
を
学
ぶ
に
も
そ

の
た
め
の
基
礎
学
、
入
門
の
学
、
と
な
る
と
い
う
、
か
っ
て
は
広

く
常
識
的
で
あ
っ
た
意
味
づ
け
（
仏
典
講
座
一
八
『
倶
舎
論
』
昭
和

五
六
年
、
は
し
が
き
、
参
照
）
が
、
そ
こ
に
は
あ
ま
り
感
じ
取
れ
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
、
仏
教
基
礎
学
と
し
て
倶

舎
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義
は
、
こ
ん
に
ち
に
お
い
て
も
、
変
わ
っ
て

い
な
い
、
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。

桜

部
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今
は
「
大
谷
大
学
」
の
「
伝
統
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
の
だ

か
ら
、
考
察
は
大
谷
大
学
の
前
身
真
宗
大
谷
大
学
、
そ
の
前
身
真

宗
大
学
、
さ
ら
に
そ
の
前
身
に
当
た
る
高
倉
学
寮
に
お
け
る
倶
舎

の
学
に
ま
で
遡
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ろ
う
が
、
古
い
時
代
に
つ

い
て
私
の
知
識
は
、
ほ
と
ん
ど
舟
橋
水
哉
「
倶
舎
の
教
義
及
び
其

歴
史
」
昭
和
一
五
年
、
法
蔵
館
、
の
所
述
に
尽
き
る
。

舟
橋
師
は
そ
の
中
（
附
録
四
五
頁
）
で
各
宗
の
倶
舎
学
者
を
列

挙
し
、
「
大
谷
派
に
て
は
」
と
し
て
法
瞳
・
法
海
・
澄
玄
・
了

願
・
宝
成
・
竜
温
・
法
宣
・
正
純
・
徳
森
・
神
興
・
潜
竜
の
名
と

そ
の
著
作
を
掲
げ
て
お
ら
れ
る
。

中
で
も
、
法
瞳
『
倶
舎
論
稽
古
』
二
巻
（
大
正
、
第
二
二
五
二
）

は
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
法
瞳
（
一
七
四
○
Ｉ
一
七

七
○
）
は
孤
高
の
天
才
（
高
倉
学
寮
に
学
ん
だ
人
で
は
な
い
）
。

こ
の
書
を
遺
し
た
の
み
で
天
折
し
た
か
ら
、
出
自
・
経
歴
も
人
の

知
る
所
で
な
く
な
っ
て
い
た
の
を
、
美
濃
の
大
谷
派
末
寺
の
出
と

確
か
め
た
の
は
舟
橋
師
で
あ
る
。
『
稽
古
』
に
含
ま
れ
る
斬
新
秀

抜
な
研
究
内
容
に
つ
い
て
は
赤
沼
智
善
『
仏
教
経
典
史
論
』
昭
和

一
四
年
、
二
八
頁
以
下
、
宮
本
正
尊
『
大
乗
と
小
乗
」
昭
和
一
九

年
、
四
三
六
、
七
頁
、
参
照
。
ま
た
、
本
庄
良
文
「
倶
舎
論
所
依

二

阿
含
全
表
」
Ｉ
、
昭
和
五
九
年
、
に
掲
げ
ら
れ
る
図
表
の
中
の
、

国
ａ
ｑ
の
欄
を
見
よ
。

法
宣
『
倶
舎
論
講
義
』
九
巻
、
嘉
永
五
年
講
、
（
桜
井
宝
鈴
増

補
・
編
集
）
明
治
三
一
年
刊
、
は
懇
切
で
わ
か
り
や
す
い
解
説
書

で
、
学
生
が
参
照
す
る
に
も
最
も
適
し
て
い
る
二
仏
書
解
説
大

辞
典
」
が
法
宣
著
と
宝
鈴
編
と
を
別
個
の
害
と
し
て
挙
げ
て
い
る

の
は
誤
り
）
。
法
宣
は
大
阪
の
人
で
あ
る
が
、
そ
の
履
歴
は
明
ら

か
で
な
い
。
桜
井
宝
鈴
に
つ
い
て
は
、
ド
・
ラ
・
ヴ
ァ
レ
・
プ
サ

ン
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
倶
舎
諭
を
英
語
に
訳
出
し
た
Ｌ
・
Ｍ
・
プ

ル
ー
デ
ン
が
、
そ
の
英
訳
第
一
巻
の
序
文
の
中
で
、
記
す
所
が
あ

る
。

ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
東
本
願
寺
別
院
輪
番
で
あ
っ
た
伊
東
抱

竜
師
が
私
に
『
倶
舎
論
』
を
読
む
の
に
何
を
参
考
に
し
て
い

る
か
と
問
う
た
の
で
、
桜
井
宝
鈴
の
も
の
に
依
っ
て
い
る
と

答
え
た
。
師
が
さ
ら
に
そ
の
釈
耆
の
日
本
で
の
評
価
の
い
か

な
る
も
の
か
を
質
す
の
で
、
宮
本
・
平
川
両
教
授
が
共
に
そ

れ
を
推
奨
し
て
い
た
旨
を
告
げ
る
と
伊
東
輪
番
は
目
を
う
る

ま
せ
て
言
っ
た
。
桜
井
宝
鈴
は
私
の
亡
父
で
す
、
と
。

倶
舎
に
関
す
る
著
書
と
し
て
格
別
の
も
の
を
出
し
た
人
で
な
い

の
で
舟
橋
師
は
そ
の
名
を
挙
げ
て
お
ら
れ
な
い
が
、
泉
涌
寺
の
旭

雅
和
上
の
「
冠
導
倶
舎
」
の
各
巻
末
に
勘
文
者
と
し
て
名
を
連
ね
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「
学
寮
講
義
年
鑑
」
含
真
宗
大
系
」
別
巻
「
総
目
録
」
所
収
）
に

よ
っ
て
、
高
倉
で
な
さ
れ
た
倶
舎
関
係
の
諸
講
義
の
題
目
を
知
り

得
る
。
い
わ
ゆ
る
三
講
者
に
よ
る
主
講
義
の
題
目
と
さ
れ
た
の
は

ほ
ぼ
宗
典
に
限
ら
れ
、
阿
毘
達
磨
論
耆
が
講
ぜ
ら
れ
る
の
は
た
い

て
い
寮
司
・
擬
寮
司
に
よ
る
内
講
・
副
講
・
会
読
な
ど
に
お
い
て

で
あ
っ
た
（
時
に
は
擬
講
に
よ
る
内
講
も
あ
っ
た
が
）
。
講
本
と

さ
れ
た
の
は
『
入
阿
毘
達
磨
論
」
『
五
事
毘
婆
沙
論
」
『
有
宗
七
十

五
法
記
」
『
七
十
五
法
名
目
』
な
ど
が
多
い
。
講
義
の
時
間
に
限

定
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
い
か
に
も
初
心
者
の
た
め
の
入

門
の
講
義
と
い
う
色
合
い
が
濃
い
よ
う
に
見
え
る
。
時
に
は
「
倶

舎
論
頌
疏
」
や
倶
舎
本
論
も
講
ぜ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
全
巻

る
杉
原
春
洞
・
獺
邊
恵
燈
の
二
人
も
、
こ
の
時
代
の
大
谷
派
の
倶

舎
学
者
と
し
て
記
憶
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
杉
原
は
後
の
真
宗
大
谷

大
学
教
授
豊
満
春
洞
で
あ
る
。

『
倶
舎
論
要
解
』
一
○
巻
の
著
者
普
寂
（
倶
舎
の
学
の
み
な
ら

ず
八
宗
兼
学
の
大
学
匠
）
は
、
も
ち
ろ
ん
舟
橋
師
に
よ
っ
て
浄
土

宗
の
人
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
が
、
彼
が
伊
勢
の
大
谷
派
の

末
寺
に
生
ま
れ
な
が
ら
真
宗
の
教
え
に
飽
き
足
ら
ず
脱
し
去
っ
た

人
で
あ
る
こ
と
も
、
記
憶
さ
れ
て
よ
い
。

三

に
亙
っ
た
講
義
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
・

講
義
者
と
し
て
二
十
人
に
余
る
名
が
見
え
、
そ
の
中
の
宣
明
寮

司
・
深
励
寮
司
・
法
海
寮
司
（
更
に
、
法
海
擬
講
と
し
て
も
）
・

法
景
擬
講
ら
は
い
ず
れ
も
後
に
講
師
に
進
ん
だ
人
々
で
あ
る
。
高

倉
の
す
ぐ
れ
た
学
匠
ら
の
多
く
が
、
そ
の
若
い
頃
、
仏
教
の
基
礎

学
と
し
て
の
毘
曇
の
講
を
、
進
ん
で
担
当
し
た
様
子
が
そ
こ
に
窺

わ
れ
る
。

明
治
初
年
に
な
っ
て
も
、
学
寮
の
安
居
の
制
度
は
、
あ
ま
り
変

わ
ら
ず
に
三
○
年
近
く
継
続
し
た
ら
し
い
。
太
藤
順
海
『
真
宗
大

学
講
義
年
鑑
」
に
よ
れ
ば
、
高
倉
学
寮
時
代
と
ほ
ぼ
同
様
な
毘
曇

の
講
義
が
楠
潜
竜
・
竜
山
慈
影
・
蓮
元
慈
広
・
広
瀬
守
一
の
諸
師

（
い
ず
れ
も
後
に
、
講
師
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

い
つ
ぽ
う
、
明
治
に
入
っ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
各
宗
に
新
た

な
近
代
的
な
学
制
が
布
か
れ
る
。
大
谷
派
に
お
い
て
は
、
そ
の
最

初
の
二
十
年
ほ
ど
の
間
に
、
制
度
は
た
び
た
び
改
変
さ
れ
、
学
校

の
所
在
地
も
転
々
と
す
る
。

ま
ず
、
明
治
一
九
年
六
月
「
真
宗
大
学
寮
条
例
」
が
定
め
ら
れ

た
。
真
宗
大
学
寮
は
、
新
し
い
通
年
制
度
の
学
校
と
従
来
の
安
居

制
の
学
寮
を
一
つ
に
包
含
し
た
形
の
も
の
だ
っ
た
ら
し
く
前
者
の

出｜
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第
一
期
卒
業
生
は
明
治
二
五
年
に
出
た
（
大
谷
大
学
同
窓
会
「
会

員
名
簿
」
に
そ
れ
を
「
真
宗
大
学
本
科
第
一
期
」
と
す
る
の
は
、

多
分
、
正
し
く
な
い
）
。
ま
た
、
上
記
の
太
藤
「
年
鑑
』
は
後
者

に
お
け
る
講
義
の
記
録
で
あ
る
。

明
治
二
九
年
六
月
に
「
真
宗
大
学
条
例
」
が
制
定
さ
れ
九
月
か

ら
施
行
さ
れ
て
、
真
宗
大
学
寮
は
そ
の
歴
史
を
閉
じ
こ
こ
に
初
め

て
真
宗
大
学
が
誕
生
す
る
。
本
科
四
年
、
研
究
科
三
な
い
し
五
年

の
制
で
あ
っ
た
（
こ
の
制
度
に
よ
る
第
一
回
卒
業
生
を
明
治
三
○

年
八
月
に
出
し
て
い
る
所
を
見
る
と
、
新
制
度
の
施
行
に
伴
い
旧

制
真
宗
大
学
寮
の
在
学
生
は
そ
の
ま
ま
新
し
い
真
宗
大
学
の
課
程

に
編
入
さ
れ
て
学
業
を
続
け
た
も
の
ら
し
い
。
そ
れ
は
真
宗
大
学

寮
第
一
期
生
か
ら
通
算
し
て
第
五
期
生
で
あ
る
）
。
本
科
第
一
部

（
宗
乗
を
主
と
す
る
）
・
第
二
部
（
余
乗
・
哲
学
・
科
学
な
ど
）

共
に
、
第
一
学
年
の
全
員
が
余
乗
の
科
目
と
し
て
倶
舎
を
学
ん
だ

（
週
八
時
間
。
諸
学
科
の
中
で
最
多
時
間
数
）
。
ち
な
み
に
第
二

学
年
で
は
唯
識
、
第
三
学
年
で
は
華
厳
、
第
四
学
年
で
は
天
台
を

学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

明
治
三
二
年
、
再
び
学
制
が
改
ま
っ
た
。
新
し
い
「
真
宗
大
学

条
例
」
が
作
ら
れ
、
予
科
二
年
。
本
科
三
年
・
研
究
科
三
年
の
制

が
定
め
ら
れ
、
九
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
予
科
の
課
程
で
は

余
乗
と
し
て
全
一
年
生
が
仏
教
教
理
史
・
倶
舎
（
頌
疏
）
・
因
明

を
、
二
年
生
が
仏
教
教
理
史
・
法
相
（
成
唯
識
）
・
三
論
（
玄

義
）
を
学
ぶ
定
め
で
あ
っ
た
。
本
科
は
宗
乗
・
華
厳
・
天
台
・
性

相
の
四
科
に
分
か
れ
る
が
、
そ
の
中
、
性
相
科
の
学
生
は
第
一
年

度
に
お
い
て
さ
ら
に
倶
舎
が
八
時
間
、
第
二
学
年
度
に
お
い
て
倶

舎
・
唯
識
が
八
時
間
課
せ
ら
れ
た
。

こ
の
第
二
次
の
制
度
改
革
の
二
年
後
に
真
宗
大
学
の
東
京
移
転

が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
迂
閼

に
も
人
は
、
し
ば
し
ば
、
真
宗
大
学
が
明
治
三
四
年
東
京
に
「
創

立
」
さ
れ
た
よ
う
に
言
い
、
あ
る
い
は
、
真
宗
大
学
は
移
東
に
伴

っ
て
清
沢
満
之
師
に
よ
っ
て
そ
の
学
制
に
「
根
本
的
改
革
」
が
加

え
ら
れ
た
よ
う
に
言
い
、
ま
た
、
東
京
に
移
っ
て
「
は
じ
め
て
」

哲
学
・
史
学
・
文
学
・
語
学
の
課
程
を
お
く
近
代
的
な
大
学
に
な

っ
た
、
な
ど
と
言
う
が
、
い
ず
れ
も
事
実
と
異
な
る
。
語
学
は
も

ち
ろ
ん
哲
学
も
自
然
科
学
も
、
す
で
に
真
宗
大
学
寮
に
お
い
て
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
入
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
明
治
三
二
年
定
ま
っ
た

こ
の
新
学
制
は
移
東
以
後
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
真
宗
大
学
は
そ

の
歴
史
の
最
後
の
年
ま
で
こ
れ
に
依
っ
て
い
る
（
た
だ
、
明
治
三

七
年
「
專
門
学
校
令
に
依
る
認
可
を
得
る
」
た
め
に
、
本
科
の
宗

乗
科
を
廃
し
華
厳
科
以
下
の
三
科
を
第
一
部
な
い
し
第
三
部
と
呼

ぶ
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
）
。
旧
制
に
よ
る
真
宗
大
学
の
最
後
の
卒

業
生
は
大
学
移
東
後
の
明
治
三
五
年
に
出
た
（
通
算
第
一
○
期
）
。
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新
制
に
よ
る
最
初
の
学
生
は
三
二
年
京
都
に
お
い
て
入
学
し
三
七

年
東
京
で
卒
業
し
た
（
通
算
第
二
期
）
。
な
お
、
最
後
の
通
算

第
二
二
期
は
京
都
に
お
い
て
大
正
四
年
卒
業
。

明
治
三
二
年
の
新
学
制
制
定
の
時
点
に
お
い
て
、
大
学
を
遠
か

ら
ず
東
京
に
移
す
こ
と
は
予
定
さ
れ
て
お
り
（
巣
鴨
で
は
既
に
工

事
な
ど
が
始
ま
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
）
、
清
沢
師
が
移
東
後

の
新
学
監
（
学
長
）
に
擬
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
か

ら
、
師
が
こ
の
新
学
制
の
制
定
の
讓
に
参
与
し
て
い
な
い
筈
が
な

い
。
お
そ
ら
く
そ
の
座
の
主
導
者
の
一
人
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ

の
点
か
ら
も
、
制
定
か
ら
僅
か
二
年
後
、
東
京
で
学
制
に
「
根
本

的
」
改
革
が
加
え
ら
れ
た
な
ど
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
何
度
も
制
度
を
変
更
し
た
真
宗
大
学
寮
ｌ
真
宗
大

学
に
お
い
て
、
そ
の
学
科
課
程
の
中
に
倶
舎
の
学
習
が
占
め
て
い

た
位
置
は
、
右
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ほ
と

ん
ど
一
貫
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
教
の
教
理
を
学
び
始
め
よ

う
と
す
る
人
々
の
た
め
の
入
門
の
学
、
基
礎
の
学
、
と
し
て
の
そ

れ
で
あ
る
。
す
べ
て
の
学
生
が
、
入
学
し
て
ま
ず
第
一
に
倶
舎
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
思
想
の
学
び
に
入
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

明
治
の
最
後
の
年
、
ま
た
ま
た
学
制
の
変
更
が
な
さ
れ
、
「
真

宗
大
谷
大
学
学
則
」
が
定
め
ら
れ
（
四
五
年
三
月
）
、
大
学
の
所

在
は
再
び
京
都
の
地
に
移
っ
た
。
新
し
い
真
宗
大
谷
大
学
は
兼
修

科
三
年
、
專
修
科
二
年
・
研
究
科
四
年
の
制
で
あ
っ
た
。
兼
修
科

一
年
で
倶
舎
・
仏
教
概
論
が
、
二
年
で
唯
識
・
仏
教
概
論
が
、
三

年
で
華
厳
・
天
台
が
課
せ
ら
れ
、
専
修
科
に
お
け
る
余
乗
の
選
択

科
目
の
一
つ
と
し
て
倶
舎
が
二
講
義
開
設
さ
れ
て
い
る
、
な
ど
ほ

ぼ
真
宗
大
学
時
代
と
同
様
で
あ
る
が
、
「
仏
教
概
論
」
の
名
が
新

た
に
登
場
す
る
の
に
注
意
を
引
か
れ
る
。
兼
修
科
に
は
声
明
・
演

説
な
ど
の
科
目
が
あ
る
か
と
思
う
と
、
「
文
明
史
」
な
ど
の
講
義

が
あ
り
、
専
修
科
に
は
独
文
・
梵
文
も
開
講
さ
れ
、
哲
学
で
は
哲

学
史
・
認
識
論
の
ほ
か
印
度
哲
学
な
ど
も
講
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
風

で
、
確
か
に
そ
こ
に
時
代
の
進
運
の
反
映
が
あ
る
。
こ
の
真
宗
大

谷
大
学
時
代
の
教
授
陣
の
顔
触
れ
は
だ
い
た
い
知
り
得
る
。
性
相

の
分
野
で
は
、
斎
藤
唯
信
（
倶
舎
、
唯
識
）
・
河
野
法
雲
（
華
厳
、

唯
識
）
の
両
師
は
真
宗
大
学
以
来
で
あ
る
が
、
大
正
年
間
に
入
っ

て
豊
満
春
洞
（
上
記
。
た
だ
し
専
ら
唯
識
を
講
じ
倶
舎
の
授
業
は

も
た
な
か
っ
た
ら
し
い
）
・
小
島
恵
見
（
性
相
史
、
唯
識
）
・
舟

橋
水
哉
（
倶
舎
関
係
の
授
業
を
ほ
と
ん
ど
独
り
で
担
当
し
た
ら
し

五
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い
。
叢
書
「
仏
教
大
系
」
の
中
の
『
倶
舎
論
」
「
頌
疏
」
の
校
訂

を
担
当
し
、
「
大
蔵
経
講
座
」
の
『
倶
舎
論
講
義
」
を
出
し
、
「
仏

書
解
説
大
辞
典
」
の
中
で
は
倶
舎
関
係
の
多
く
の
書
を
解
説
し
て

い
る
）
な
ど
の
諸
師
が
活
躍
し
た
。
大
正
期
の
後
半
に
な
る
と
金

子
大
栄
・
鈴
木
貞
太
郎
（
大
拙
）
な
ど
わ
れ
わ
れ
に
身
近
な
方
々

が
教
授
陣
に
加
わ
り
、
金
子
師
は
当
初
唯
識
を
担
当
し
た
。

や
が
て
世
は
昭
和
の
時
代
に
向
か
い
、
真
宗
大
谷
大
学
が
四
た

び
蝉
蜆
し
て
大
学
令
に
基
づ
く
大
谷
大
学
と
な
る
。
以
後
の
道
筋

は
、
改
め
て
そ
れ
を
こ
こ
に
辿
る
必
要
も
な
い
と
思
う
。

右
に
述
べ
た
明
治
・
大
正
期
の
経
過
の
中
に
大
谷
大
学
の
倶
舎

学
の
「
伝
統
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
見
い
だ
す
こ
と
は
可
能
で

あ
ろ
う
か
。
は
っ
き
り
そ
の
言
葉
に
当
た
る
も
の
を
そ
こ
か
ら
掴

み
取
る
の
は
ど
う
も
難
し
い
よ
う
に
思
う
。
た
だ
、
徳
川
期
か
ら

い
う
と
こ
ろ
の
智
山
と
か
、
豊
山
と
か
、
泉
山
と
か
、
野
山
と
か

の
学
系
を
考
え
て
見
る
と
す
る
な
ら
ば
、
豊
満
師
は
旭
雅
門
下
の

上
足
で
あ
り
舟
橋
師
は
豊
満
師
の
学
を
受
け
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、

そ
の
限
り
で
泉
山
の
流
れ
を
汲
ん
だ
も
の
と
は
言
え
る
。
法
瞳
は

『
稽
古
」
を
高
野
山
の
一
院
で
脱
稿
し
て
い
る
。
野
山
系
の
人
と

言
え
る
か
ど
う
か
。
自
ら
「
学
一
切
乗
沙
門
」
と
称
し
た
か
れ
に
、

学
系
だ
の
伝
統
だ
の
と
言
え
ば
、
お
そ
ら
く
鼻
の
先
で
噛
っ
た
で

あ
ろ
う
。

昭
和
初
年
、
近
代
仏
教
学
（
「
近
代
仏
教
学
と
い
う
こ
と
」
大

谷
学
報
六
二
Ｉ
二
、
六
六
頁
以
下
、
参
照
）
の
進
展
に
と
も
な
っ

て
、
北
伝
阿
毘
達
磨
研
究
に
お
け
る
大
き
な
業
績
は
、
「
国
訳
一

切
経
」
毘
曇
部
三
十
巻
の
刊
行
で
あ
る
。
そ
の
大
部
分
は
木
村
泰

賢
博
士
と
そ
の
門
下
の
人
々
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
大
谷
大

学
か
ら
は
赤
沼
智
善
教
授
が
『
順
正
理
論
」
を
、
赤
沼
教
授
と
西

尾
京
雄
教
授
が
「
三
弥
底
部
論
」
「
尊
婆
須
蜜
菩
薩
所
集
論
」
を
、

林
五
邦
教
授
が
「
顕
宗
論
」
を
担
当
し
た
。

ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
の
「
倶
舎
論
疏
」
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
泉

宝
環
教
授
が
、
南
条
文
雄
・
笠
原
研
寿
両
先
学
に
よ
っ
て
パ
リ
の

ビ
ブ
リ
オ
テ
ー
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
ー
ル
で
筆
写
さ
れ
た
も
の
を
、
青

写
真
に
し
て
学
内
の
研
究
者
に
提
供
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
や
が
て
、
荻
原
博
士
が
そ
の
諸
本
対
校
テ
キ
ス
ト
を
出
し

（
昭
和
五
Ｉ
二
年
）
、
続
い
て
そ
の
第
一
章
の
和
訳
が
出
さ
れ

た
（
昭
和
八
年
）
の
を
承
け
て
、
山
口
益
教
授
は
同
じ
く
第
二
章

和
訳
の
仕
事
に
荻
原
博
士
と
協
力
さ
れ
た
（
昭
和
九
’
一
四
年

川
Ⅱ
リ
ン
Ｏ

｝
＋
ｌ
｝

そ
の
継
続
発
展
が
戦
後
（
昭
和
三
○
年
）
出
さ
れ
た
山
口
益
・

舟
橋
一
哉
『
倶
舎
論
の
原
典
解
明
世
間
品
」
、
さ
ら
に
舟
橋
一

一
ハ
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哉
『
同
業
品
」
（
昭
和
六
二
年
）
で
あ
り
、
や
が
て
桜
部
建
・
小

谷
信
千
代
『
同
賢
聖
品
」
（
平
成
二
年
）
に
及
ぶ
。

舟
橋
教
授
に
は
、
ま
た
、
『
冠
導
倶
舎
論
索
引
」
が
あ
り
、
今

は
法
蔵
館
刊
の
写
真
版
冠
導
本
（
昭
和
五
三
年
）
の
巻
末
に
添
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
水
哉
師
の
作
っ
た
も
の
を
一
哉
博
士
が
数

倍
に
拡
大
充
実
さ
せ
た
も
の
で
、
後
に
出
た
平
川
博
士
ら
に
よ
る

梵
・
蔵
・
漢
に
亙
る
『
倶
舎
論
索
引
」
と
共
に
、
研
究
者
を
利
す

る
こ
と
ま
こ
と
に
多
大
で
あ
る
。

な
お
、
倶
舎
学
あ
る
い
は
倶
舎
学
関
連
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
し
て

舟
橋
一
哉
『
業
の
研
究
」
（
昭
二
九
年
）
、
吉
元
信
行
「
ア
ビ
ダ
ル

マ
思
想
」
（
昭
五
七
年
）
、
佐
々
木
現
順
『
業
論
の
研
究
』
（
平
成
二

年
）
な
ど
が
あ
り
、
桜
部
『
倶
舎
論
の
研
究
界
・
根
品
」
（
昭
四

四
年
）
も
あ
る
。

一
九
七
○
年
代
以
後
の
わ
が
国
に
お
い
て
、
倶
舎
論
や
阿
毘
達

磨
の
研
究
は
隆
盛
で
、
そ
れ
以
前
に
比
べ
ほ
と
ん
ど
隔
世
の
感
が

あ
る
。
二
つ
の
こ
と
が
そ
の
機
運
を
促
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ

う
に
思
う
。
一
つ
は
パ
ト
ナ
か
ら
の
Ｐ
・
プ
ラ
ダ
ン
に
よ
る
倶
舎

論
原
文
の
刊
行
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
大
谷
大
学
蔵
西
蔵
大
蔵
経

論
原
文
の
刊
行
で
あ
り
、

の
写
真
版
刊
行
で
あ
る
。

七

貴
重
図
害
と
し
て
ほ
と
ん
ど
宝
物
扱
い
で
あ
っ
た
西
蔵
大
蔵
経

が
、
一
転
、
天
下
に
公
開
さ
れ
世
界
の
学
人
ら
に
広
く
提
供
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
、
鈴
木
大
拙
博
士
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
と

時
の
学
長
山
口
益
博
士
の
決
断
と
が
あ
っ
た
、
と
聞
く
。
庵
大
な

蔵
経
の
写
真
出
版
計
画
は
資
金
面
の
困
難
か
ら
頓
挫
し
か
け
た
り

も
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
、
つ
い
に
大
出
版
の
完
成

を
見
た
と
ラ
ジ
オ
の
英
語
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
る
の
を
、
私
は
イ
ン

ド
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
研
究
所
の
一
室
で
チ
ベ
ッ
ト
の
川
胴
リ
グ
ジ

ン
・
ル
ン
ド
ブ
師
と
共
に
聞
い
た
感
銘
を
今
も
忘
れ
な
い
（
も
っ

と
も
、
リ
グ
ジ
ン
師
は
西
蔵
大
蔵
経
に
北
京
版
と
い
う
エ
デ
ィ
シ

ョ
ン
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
）
。

西
蔵
大
蔵
経
の
必
要
な
箇
所
の
数
葉
だ
け
を
図
書
館
の
書
庫
か

ら
借
り
出
し
、
汚
さ
な
い
よ
う
に
と
お
そ
る
お
そ
る
ノ
ー
ト
に
写

し
取
っ
た
り
、
複
写
紙
で
三
、
四
部
コ
ピ
ィ
を
作
っ
て
互
い
に
分

け
合
っ
た
り
し
た
昔
を
追
想
し
な
が
ら
、
四
十
年
余
り
同
じ
大
学

に
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
身
は
私
か
に
次
の
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

大
谷
大
学
の
学
問
に
「
伝
統
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
か
ど
う

か
よ
く
解
ら
な
い
が
、
た
だ
、
「
歴
史
」
は
確
か
に
あ
る
。
長
い

歴
史
の
流
れ
が
あ
る
。
そ
の
流
れ
の
中
に
自
分
も
育
て
ら
れ
た
、

１
ン
一
○
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